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　　　　　　　　　　　　　ほうかつてき
できることから始める包括的性教育～子どもの健やかな成長を願って～

　　所長　中村　雅子　

　　　　

お子様のこころ、からだ、性にかかわる心配ごとは、ありませんか？　

「今のところ、まったく、ない・・・」という方も、お読みいただき、必要になった時に、「きらっと」を利用してい

ただけたらと思います。

子どもの性にかかわる心配事は、いろいろな生活場面で

いろいろな形で起きているのではないでしょうか。

そして、「これは放っておいていいのかなあ？」それとも

「教えた方がいいのかなあ？」と悩むことはないでしょうか。

また、「教えたいけど、どう教えればいいか分からない」、

「市販の本を買って読んだけれど、難しくて・・」という声を

お聞きすることもあります。

子どものこころとからだの成長は、待ったなしです。皆様のご意見を踏まえ、研究所の所員が力を合わせて、

包括的性(ほうかつてきせい)教育(きょういく)の講座を開設しました。

お聞きいただいた皆様からは、「とても有意義」「これからも続けてほしい」「思春期の性について、さらに詳

しく聞きたい」など、多くのご感想をいただきました。皆様のニーズにおこたえし、これからも、改善を重ねな

がら続けていきたいと思います。また、「きらっと」でも、その一端(いったん)をご紹介し、発達障害のある子

どものための性教育について、オープンに話し合える環境をつくっていきたいと思います。

さて、包括的(ほうかつてき)性教育という言葉は、あまり

聞きなれないと思います。これは、生殖のことだけでなく、

人間のこころとからだ、性にかかわる全体を含んだ性教育です。

例えば、人間(にんげん)関係(かんけい)やジェンダー平等、

性の多様性、性と幸福などの幅広いテーマを含みます。

この包括的性教育の進め方の指針は、ユネスコの「国際セクシュア

リティー教育ガイダンス」に示されており、ネットを調べることも

https://smart-kids.co.jp/labo/


できます。

スマートキッズ発達支援研究所では、このガイダンスをもとに、発達障害の特性に応じて、具体的で分かりや

すい教材を作成しています。右図のような「子ども編」「保護者編」「指導者編」の三部作です。保護者も、指導

者も、子ども自身も、一緒に考え、意見を交わし、実践し、ふりかえることを大切にしたいと思っています。

発達障害のある子どもは、生活の中で繰り返し学習することで、

理解しやすくなることが多いです。定期的にルールをリマインドし、

実際の行動をフィードバックしてあげるとよいです。

そして、どんな時も、安心して話せる関係を大切に、ポジティブな

強化に努めていくとよいでしょう。

子どもたちの性的発達をじょうずにサポートして、しあわせな人生

を歩めるよう、みんなで取り組んでいきたいと思います。
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スマートキッズ発達支援研究所　所長　中村雅子

私は、全国情緒障害教育研究会会長を５年間、設置校長を１５年間務め、大学等で後進の育成に当たる

とともに、国立成育医療研究センターの臨床研究員として、プレコンセプションケアの研究にかかわって

います。（※全国情緒障害教育研究会は、1968年、自閉症児親の会全国協議会の結成と同年に創立さ

れた）

これまで多くの保護者の皆様と出会い、率直なご意見を伺ってきました。その多くが、卒業後、就労し、

社会の中で人とかかわり、生き生きと生きていくために、十分な教育ができているだろうかという不安

でした。当研究所は、教育、医療、心理の経験豊かな専門家集団として、このような問いと真摯に向き合

い、より有効な支援プログラムを開発し、その効果的な活用法を開発していきたいと思います。また、学

校（園）と放課後等デイサービス・児童発達支援等の連携を図り、子どもたちの健康づくりやキャリア形

成、遊びや余暇など、豊かな生活づくりにつながる実践を推進してまいります。


